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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月21日(2020.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：
【化１】

〔式中、
ｑ１は０または１であり、
ｑ２は０または１であり、そして
ｑ１とｑ２の合計は０または１であり；
Ｒ１、Ｒ２およびＲ３はＨおよび脂肪族(Ｃ１－Ｃ８)ヒドロカルビル(ハロゲン、－Ｃ≡
Ｃ－、ヒドロキシル、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシ、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノお
よびジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノから独立して選択される１以上の基で、場合により置
換されていてよい)から選択され；
Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ７ａおよびＲ７ｂは独立して、Ｈ、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル
、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキル、および(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシから選択され；
Ｒ５ａ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ａおよびＲ６ｂは独立して、Ｈ、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル
および(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキルから選択され；
Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は独立して、Ｈ、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ８)ヒドロカルビ
ル、シアノ、－ＣＦ３、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキル、ヒドロキシル、(Ｃ１－Ｃ６)アルコ
キシ、アミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノカルボニル、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アル
キルアミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アシル、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルコキシ、ヒドロキシ
(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、カルボキシ、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシカルボニル、アセトキシ、
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ニトロ、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノ、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノ、アミノ
スルホニル、ベンジル、アリール、ヘテロアリール、フェノキシ、－ＯＣ(Ｏ)Ｎ(アルキ
ル)２またはベンジルオキシから選択され；
ここで、前記ベンジル、アリール、ヘテロアリール、フェノキシまたはベンジルオキシは
、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、シアノ、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキル、ヒドロキシル
、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシ、アミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノカルボニル
、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アシル、(Ｃ１－Ｃ６)ハロア
ルコキシ、ヒドロキシ(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、カルボキシ、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシカル
ボニル、アセトキシ、ニトロ、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノおよびジ(Ｃ１－Ｃ

６)アルキルアミノから独立して選択される１以上の置換基で、場合により置換されてい
てよく；
そしてさらにここで、
隣接する炭素原子に結合するＲ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１のいずれか２つは、結合す
る炭素原子と一体となって、ハロゲン、ヒドロキシル、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルア
ミノ、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキ
ル、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシおよび(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルコキシから独立して選択される
１以上の置換基で、場合により置換されていてよい５～８員炭素環またはヘテロ環を形成
し得て；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ａ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ａ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ａ、Ｒ７ｂ

、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１の少なくとも１つは水素以外である〕
の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む、神経または精神の疾患または障害、ま
たは神経の疾患または障害における精神神経性症状または行動症状を治療するための医薬
組成物。
【請求項２】
　神経または精神の疾患または障害がうつ病、双極性障害、疼痛、統合失調症、強迫性障
害、嗜癖、社会不安障害、注意欠陥多動性障害、不安症、運動障害、てんかん、自閉症ま
たは認知機能障害である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　神経または精神の疾患または障害がうつ病である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　うつ病が治療抵抗性うつ病(ＴＲＤ)、大うつ病障害(ＭＤＤ)、単極性うつ病、双極性う
つ病、または別の疾患または障害に関連するうつ病である、請求項３に記載の医薬組成物
。
【請求項５】
　神経または精神の疾患または障害が運動障害またはてんかんである、請求項２に記載の
医薬組成物。
【請求項６】
　前記神経の疾患または障害がアルツハイマー病およびパーキンソン病から選択される、
請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　隣接する炭素に結合するＲ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１のいずれか２つが、結合する
炭素原子と一体となって、ハロゲン、ヒドロキシル、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミ
ノ、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキル
、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシ、および(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルコキシから独立して選択される
１以上の置換基で場合により置換されていてよい５～８員炭素環またはヘテロ環を形成す
る、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１のいずれか２つがフェニル環を形成する、請求項７に
記載の医薬組成物。
【請求項９】
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　(ａ)Ｒ８、Ｒ９およびＲ１１の少なくとも１つがハロゲン、メチルおよびエチルから選
択される；または
　(ｂ)Ｒ１０がメトキシである；または
　(ｃ)Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ７ａおよびＲ７ｂが水素であり、少なくともＲ４

ａおよびＲ４ｂの少なくとも１つがメチルである、または
　(ｄ)Ｒ８およびＲ９が結合する炭素と一体となって、６員炭素環または７員架橋炭素環
を形成する、
請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　ｑ１およびｑ２が両方０であり、Ｒ４ａが水素であり、Ｒ４ｂが水素またはメチルであ
る、請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　Ｒ２およびＲ３が水素である、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　ｑ１が１であり、Ｒ２およびＲ３が水素またはメチルである、請求項９に記載の医薬組
成物。
【請求項１３】
　神経または精神の障害が疼痛である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　Ｒ２およびＲ３が水素であり、ｑ１およびｑ２が両方０であり、そして
　(ａ)Ｒ７ａおよびＲ７ｂの両方がメチルである、または
　(ｂ)Ｒ８およびＲ９の両方がメチルである、または
　(ｂ)Ｒ９がメトキシであり、Ｒ４ａおよびＲ４ｂの少なくとも１つがメチルである、ま
たは
　(ｃ)Ｒ１１がプロピルである、
請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　Ｒ２がメチルであり、ｑ１が１であり、Ｒ９がメチルまたはクロロである、請求項１３
に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　神経または精神の障害が統合失調症である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ａ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ａ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ａおよびＲ７ｂが全て水素で
あり、そして
　(ａ)ｑ１が１であり、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ８、Ｒ１０およびＲ１１が水素である、ま
たは
　(ｂ)ｑ１およびｑ２が両方０であり、Ｒ１０およびＲ１１が水素である、または
　(ｃ)ｑ１およびｑ２が両方０であり、Ｒ８、Ｒ９およびＲ１０が水素であり、Ｒ１１が
(Ｃ１－Ｃ６)アルキルである、
請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　神経または精神の障害が不安症である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　神経または精神の障害が認知機能喪失である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　Ｒ１、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ａ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ａ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ａおよびＲ７ｂ’が全
て水素であり、そして
　(ａ)ｑ１が１であり、Ｒ２およびＲ３が水素またはメチルであり、Ｒ１０およびＲ１１

が水素またはメチルである、または
　(ｂ)ｑ１およびｑ２が両方０であり、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１が水素、メチル
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、メトキシおよびクロロから選択される、
請求項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　神経または精神の障害が自閉症である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　薬学的に許容される担体および式Ｉ：
【化２】

〔式中、
ｑ１は０または１であり、
ｑ２は０または１であり、および
ｑ１とｑ２の合計は０または１であり；
ｑ１は０または１であり、
ｑ２は０または１であり、そして
ｑ１とｑ２の合計は０または１であり；
Ｒ１、Ｒ２およびＲ３はＨおよび脂肪族(Ｃ１－Ｃ８)ヒドロカルビル(ハロゲン、－Ｃ≡
Ｃ－、ヒドロキシル、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシ、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノお
よびジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノから独立して選択される１以上の基で、場合により置
換されていてよい)から選択され；
Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ７ａおよびＲ７ｂは独立して、Ｈ、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル
、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキル、および(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシから選択され；
Ｒ５ａ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ａおよびＲ６ｂは独立して、Ｈ、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル
および(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキルから選択され；
Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は独立して、Ｈ、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ８)ヒドロカルビ
ル、シアノ、－ＣＦ３、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキル、ヒドロキシル、(Ｃ１－Ｃ６)アルコ
キシ、アミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノカルボニル、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アル
キルアミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アシル、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルコキシ、ヒドロキシ
(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、カルボキシ、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシカルボニル、アセトキシ、
ニトロ、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノ、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノ、アミノ
スルホニル、ベンジル、アリール、ヘテロアリール、フェノキシ、－ＯＣ(Ｏ)Ｎ(アルキ
ル)２またはベンジルオキシから選択され；
ここで、前記ベンジル、アリール、ヘテロアリール、フェノキシまたはベンジルオキシは
、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、シアノ、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキル、ヒドロキシル
、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシ、アミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノカルボニル
、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アシル、(Ｃ１－Ｃ６)ハロア
ルコキシ、ヒドロキシ(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、カルボキシ、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシカル
ボニル、アセトキシ、ニトロ、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノおよびジ(Ｃ１－Ｃ
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６)アルキルアミノから独立して選択される１以上の置換基で、場合により置換されてい
てよく；
そしてさらにここで、
隣接する炭素原子に結合するＲ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１のいずれか２つは、結合す
る炭素原子と一体となって、ハロゲン、ヒドロキシル、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルア
ミノ、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキ
ル、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシおよび(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルコキシから独立して選択される
１以上の置換基で、場合により置換されていてよい５～８員炭素環またはヘテロ環を形成
し得て；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ａ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ａ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ａ、Ｒ７ｂ

、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１の少なくとも１つは水素以外である〕
の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む、医薬組成物。
【請求項２３】
　式Ｉ：

【化３】

〔式中、
ｑ１は０または１であり、
ｑ２は０または１であり、そして
ｑ１とｑ２の合計は０または１であり；
Ｒ１、Ｒ２およびＲ３はＨおよび脂肪族(Ｃ１－Ｃ８)ヒドロカルビル(ハロゲン、－Ｃ≡
Ｃ－、ヒドロキシル、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシ、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノお
よびジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノから独立して選択される１以上の基で、場合により置
換されていてよい)から選択され；
Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ７ａおよびＲ７ｂは独立して、Ｈ、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル
、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキル、および(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシから選択され；
Ｒ５ａ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ａおよびＲ６ｂは独立して、Ｈ、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル
および(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキルから選択され；
Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は独立して、Ｈ、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ８)ヒドロカルビ
ル、シアノ、－ＣＦ３、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキル、ヒドロキシル、(Ｃ１－Ｃ６)アルコ
キシ、アミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノカルボニル、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アル
キルアミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アシル、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルコキシ、ヒドロキシ
(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、カルボキシ、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシカルボニル、アセトキシ、
ニトロ、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノ、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノ、アミノ
スルホニル、ベンジル、アリール、ヘテロアリール、フェノキシ、－ＯＣ(Ｏ)Ｎ(アルキ
ル)２またはベンジルオキシから選択され；
ここで、前記ベンジル、アリール、ヘテロアリール、フェノキシまたはベンジルオキシは
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、ハロゲン、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、シアノ、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキル、ヒドロキシル
、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシ、アミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノカルボニル
、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノカルボニル、(Ｃ１－Ｃ６)アシル、(Ｃ１－Ｃ６)ハロア
ルコキシ、ヒドロキシ(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、カルボキシ、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシカル
ボニル、アセトキシ、ニトロ、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノおよびジ(Ｃ１－Ｃ

６)アルキルアミノから独立して選択される１以上の置換基で、場合により置換されてい
てよく；
そしてさらにここで、
隣接する炭素原子に結合するＲ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１のいずれか２つは、結合す
る炭素原子と一体となって、ハロゲン、ヒドロキシル、アミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキルア
ミノ、ジ(Ｃ１－Ｃ６)アルキルアミノ、(Ｃ１－Ｃ６)アルキル、(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルキ
ル、(Ｃ１－Ｃ６)アルコキシおよび(Ｃ１－Ｃ６)ハロアルコキシから独立して選択される
１以上の置換基で、場合により置換されていてよい５～８員炭素環またはヘテロ環を形成
し得る；
ただし、
(１)ｑ１およびｑ２が両方０であり、ＮＲ２Ｒ３がＮＨＣＨ３またはＮ(ＣＨ３)２である
とき、Ｒ１、Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１の少なくとも１つは水素
またはメトキシでなければならない；または
(２)ｑ１およびｑ２が両方０であり、ＮＲ２Ｒ３がＮＨ２であるとき、次の４つの条件：
　(ａ)Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１の少なくとも２つは水素でなければならない、ま
たは
　(ｂ)Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１の少なくとも１つはフェニルでなければならない
、または
　(ｃ)Ｒ４ａおよびＲ４ｂの少なくとも１つは水素以外でなければならない、または
　(ｄ)Ｒ７ａおよびＲ７ｂの少なくとも１つはメチルでなければならず、Ｒ７ａおよびＲ
７ｂのもう１つはメチル以外でなければならない、
の１つを満たさなければならならず、そして
(３)ｑ１またはｑ２が１であるとき、次の種

【化４】

は除外される〕
の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２４】
　ｑ１およびｑ２が両方０であり、式ＩＩ：
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【化５】

を有する、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２５】
　ｑ１が１であり、式ＩＩＩ：

【化６】

を有する、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２６】
　ｑ２が１であり、式ＩＶ：
【化７】

を有する、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２７】
　Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ７ａおよびＲ７ｂが水素である、請求項２３に記載の化合物または
その薬学的に許容される塩。
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【請求項２８】
　Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ、Ｒ７ａおよびＲ７ｂが水素である、請求項２３に記載の化合物または
その薬学的に許容される塩。
【請求項２９】
　Ｒ８およびＲ９が非置換またはハロ、－ＯＨ、－ＮＨ２、メチル、エチル、メトキシ、
トリフルオロメチルおよびトリフルオロメトキシから独立して選択される１～４個の置換
基で置換された５～８員炭素環またはヘテロ環を形成する、請求項２３に記載の化合物ま
たはその薬学的に許容される塩。
【請求項３０】
　前記炭素環またはヘテロ環がフェニル、ピリジン、シクロヘキセン、チアゾール、ビシ
クロヘプテンおよびジヒドロピランから選択される、請求項２９に記載の化合物またはそ
の薬学的に許容される塩。
【請求項３１】
　Ｒ１０およびＲ１１が非置換またはハロ、－ＯＨ、－ＮＨ２、メチル、エチル、メトキ
シ、トリフルオロメチルおよびトリフルオロメトキシから独立して選択される１～４個の
置換基で置換された５～８員炭素環またはヘテロ環を形成する、請求項２３に記載の化合
物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３２】
　炭素環またはヘテロ環がフェニル、ピリジン、シクロヘキセン、チアゾール、ビシクロ
ヘプテンおよびジヒドロピランから選択される、請求項３１に記載の化合物またはその薬
学的に許容される塩。
【請求項３３】
　Ｒ９が
(ａ)フェニルが非置換またはハロ、－ＯＨ、－ＮＨ２、メチル、エチル、メトキシ、トリ
フルオロメチルおよびトリフルオロメトキシから独立して選択される１～４個の置換基で
置換される；または
(ｂ)５員または６員ヘテロアリールが非置換ハロ、－ＯＨ、－ＮＨ２、メチル、エチル、
メトキシ、トリフルオロメチルおよびトリフルオロメトキシから独立して選択される１～
４個の置換基で置換される、
請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３４】
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１がメチルおよびクロロから選択され、他の２つが水素
である、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３５】
　Ｒ２が水素であり、Ｒ３がメチル、エチル、プロピル、イソプロピルおよびヒドロキシ
エチルから選択される、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３６】
　Ｒ１が水素またはメチルである、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容さ
れる塩。
【請求項３７】
　Ｒ１が水素である、請求項３６に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３８】
　Ｒ４ａおよびＲ４ｂが独立して水素および(Ｃ１－Ｃ６)アルキルから選択される、請求
項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３９】
　Ｒ８およびＲ９が非置換またはハロ、－ＯＨ、－ＮＨ２、メチル、エチル、メトキシ、
トリフルオロメチルおよびトリフルオロメトキシから独立して選択される１～４個の置換
基で置換された５～８員炭素環またはヘテロ環を形成する、請求項２３に記載の化合物ま
たはその薬学的に許容される塩。
【請求項４０】
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　前記炭素環がフェニルである、請求項３９に記載の化合物またはその薬学的に許容され
る塩。
【請求項４１】
　Ｒ４ａおよびＲ４ｂが水素およびメチルから選択される、請求項２３に記載の化合物ま
たはその薬学的に許容される塩。
【請求項４２】
　Ｒ２が水素であり、Ｒ３が水素またはメチルである、請求項２３に記載の化合物または
その薬学的に許容される塩。
【請求項４３】
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１の１つまたは２つがメチルおよびクロロから選択され
、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１の残り２つまたは３つが水素である、請求項２３に記
載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４４】
　化合物が：
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【化８】



(12) JP 2019-523279 A5 2020.9.3

【化９】
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【化１０】
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【化１１】
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【化１２】
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【化１３】
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【化１４】
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【化１５】

である、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４５】
　化合物が
【化１６】

である、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４６】
　化合物が：
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【化１７】

である、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４７】
　神経または精神の疾患または障害が不安症である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４８】
　神経または精神の疾患または障害が注意欠陥多動性障害である、請求項２に記載の医薬
組成物。
【請求項４９】
　請求項４５に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む、不安症または注意
欠陥多動性障害を治療するための医薬組成物。
【請求項５０】
　請求項４５に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む、不安症を治療する
ための医薬組成物。
【請求項５１】
　請求項４５に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む、注意欠陥多動性障
害を治療するための医薬組成物。
【請求項５２】
　エナンチオマー純度が９０％より高い、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に
許容される塩。
【請求項５３】
　エナンチオマー純度が９５％より高い、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に
許容される塩。
【請求項５４】
　エナンチオマー純度が９０％より高い、請求項４６に記載の化合物またはその薬学的に
許容される塩。
【請求項５５】
　エナンチオマー純度が９５％より高い、請求項４６に記載の化合物またはその薬学的に
許容される塩。


	header
	written-amendment

